
午
後
は
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
を
希
望
す
る
主
に
関
西
を
拠
点
と

し
た
企
業
一
七
社
が
特
設
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
参
加
者
か
ら
熱
心
な
質

問
や
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
新
た
に
、
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
海
外
人
材
活
用
推
進
協
議
会
」
に
よ
る

海
外
人
材
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
出
張

ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
就
職
に
関

す
る
ミ
ニ
相
談
会
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
今
回
で
五
回
目
を

迎
え
、
日
本
国
内
で
の
就
職
を
希

望
す
る
外
国
人
留
学
生
に
と
っ
て

貴
重
な
機
会
の
提
供
及
び
就
職
活

動
の
実
践
的
手
引
き
と
し
て
定
着

し
て
き
て
お
り
、
近
畿
支
部
で
は
、

今
後
も
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て

引
き
続
き
外
国
人
留
学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
近
畿
支
部
京
都
事
務
所
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】
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�大
分
国
際
交
流
会
館
周
辺
清
掃
の
取
組

本
機
構
九
州
支
部
大
分
事
務
所
で
す
。
｢
四
月
か
ら
は
毎
月
周
辺
掃

除
を
や
る
！
｣
と
宣
言
し
た
私
（
所
長
）
に
、
職
員
も
会
館
の
Ｒ
Ａ

（
会
館
在
住
の
日
本
人
学
生
で
留
学
生
の
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
も

「
え
～
っ
！
毎
月
で
す
か
･･･」

と
怪
訝
・
不
満
・
不
安
の
表
情
で
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
こ
と
を
私
に
決
心
さ
せ
た
理
由
は
二
つ
あ
る
の
で
す
。

一
つ
は
地
域
の
小
中
学
校
や
養
護
学
校
に
留
学
生
が
出
向
い
て
自
国
の

紹
介
を
す
る
「
国
際
理
解
講
座
」
が
二
月
に
終
了
し
、
そ
の
反
省
会
の

席
上
で
、
学
校
の
先
生
か
ら
「
留
学
生
た
ち
が
せ
っ
か
く
良
い
こ
と
を

し
て
い
る
の
に
、
そ
の
地
域
貢
献
が
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
さ
れ

た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
当
館
を
退
館
し
て
い
く
留
学
生
た
ち
に
、
「
会

館
は
色
ん
な
面
で
快
適
だ
っ
た
が
、
館
生
同
士
が
知
り
合
う
機
会
が
意

外
に
少
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

館
生
た
ち
は
毎
年
春
・
秋
に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
冬
に
は

会
館
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
小
さ
な
行
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
案
外
、
実

行
委
員
だ
け
が
張
り
切
っ
て
い
る
と
い
う
図
式
に
な
っ
て
い
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
会
館
を
去
っ
て
い
く
留
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
大
人
数

の
パ
ー
テ
ィ
ー
よ
り
も
、
も
っ
と
日
常
的
な
形
で
多
く
の
館
生
と
知
り

合
う
チ
ャ
ン
ス
が
欲
し
か
っ
た
人
も
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ジョブフェア会場

機 構 だ よ り

�「
第
五
回
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
＆
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
」
開
催

本
機
構
近
畿
支
部
京
都
事
務
所
で
は
、
京
都
地
域
留
学
生
交
流
推
進

協
議
会
及
び

滋
賀

県
留
学
生

交
流
推
進
会
議
と

共
催
で
、
「

第
五
回
外

国
人
留
学
生
の
た

め
の
就
職

ガ
イ

ダ
ン
ス

＆
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
」
（
京
都

府
、

滋
賀

県
ほ
か
後
援
）
を
五
月
二

三
日
（

水
）
に
京
都

市
勧
業
館

（
み
や
こ
め
っ
せ
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
二
〇
〇
名
を
超
え
る
外
国
人
留
学
生
の
参
加
が
あ
り
、
午
前

中
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、
日
本
企
業
に
就
職
し
た
元
外
国
人
留

学
生
の
就
職
活
動
経
験
談
、
大
阪
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
外

国
人
労
働
者
専
門
官
に
よ
る
日
本
で
の
具
体
的
な
就
職
活
動
の
進
め
方

や
、
京
都
府
行
政
書
士
会
国
際
法
務
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
就
労
資
格

取
得
の
仕
方
等
の
実
践
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
在
留
資
格
の
諸

手
続
き
に
つ
い
て
の
講

演
で
は
、
「
就

労
」
の
在
留

資
格
に

変
更
す
る

際
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
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就職ガイダンスでの講演「外国人留学生経験談」

就職ガイダンスでの講演「在留資格の諸手続き」

機 構 だ よ り



そ
こ
で
、
簡
単
で
費
用
も
か
か
ら
ず
地
域
貢
献
と
館
生
の
交
流
も
促

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
会
館
周
辺
清
掃
」
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
会

館
に
隣
接
す
る
ス
パ
ビ
ー
チ
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
美
し
い
砂
浜

な
の
で
す
が
、
難
点
は
潮
流
の
関
係
で
漂
流
物
が
多
い
こ
と
で
す
。
一

番
近
い
住
民
で
あ
る
館
生
が
こ
こ
を
掃
除
す
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
ば

当
然
で
す
。
一
応
、
居
室
の
二
フ
ロ
ア
ー
を
当
番
と
し
て
割
り
当
て
ま

し
た
が
実
際
に
は
、
参
加
は
自
由
で
す
。

二
回
目
の
五
月
二
〇
日
、
一
四
名
の
館
生
た
ち
は
初
夏
の
陽
射
し
の

中
、
「
地
域
貢
献
」
や
「
館
生
交
流
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
全
く
意
識

せ
ず
、
楽
し
く
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

館
生
た
ち
に
活
動
の
楽
し
さ
が
知
ら
れ
て
行
き
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
者

は
増
え
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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後方の建物は大分国際交流会館

清掃活動に参加した館生

機 構 だ よ り


